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▲大正４年当時の馬車鉄道

祝 登別温泉開湯１５０年特別企画

湯のまちに住む
今年、開湯１５０年を迎えた登別温泉は、多くの観光客が訪

れる日本有数の温泉地です。
登別温泉の繁栄には、交通機関の発展や道路網の整備、多

種類の泉質と豊富な湯量などが考えられます。
今月号では、登別温泉に向かう交通機関の発展や登別温泉

の泉質などをお知らせします。


